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7 月 

第 4 回 

ようぼく一斉活動日 実施（5月 31日） 

年
祭
活
動
仕
上
げ
の
年 

85
名
の
教
友
が
参
集 

 

5

月

31

日
（
土
）、
本
月
分
教
会
を

会
場
に
「
第

4

回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活

動
日
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
は
、
同
じ
地

域
に
住
む
よ
う
ぼ
く
が
集
い
、
思
召
に

心
を
揃
え
、
互
い
に
勇
ま
せ
合
っ
て
と

も
に
年
祭
活
動
の
歩
み
を
進
め
る
日
と

し
て
本
部
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
行
事

で
あ
り
、
支
部
ご
と
に
会
場
を
設
け
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。 

 

会
場
と
な
る
本
月
分
教
会
で
は
、
前

日
か
ら
会
場
教
会
の
信
者
さ
ん
を
は
じ

め
、
支
部
幹
事
を
中
心
に
会
場
準
備
。 

 

当
日
は
朝
か
ら
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

の
空
模
様
で
あ
っ
た
が
、
受
付
開
始
の

13

時
前
か
ら
会
場
に
は
参
加
者
の
姿

が
見
え
始
め
、
約

100

席
ほ
ど
の
殿
内

に
は
本
部
布
教
部
制
作
の
動
画
を
視
聴

し
た
り
、
講
師
紹
介
な
ど
の
書
か
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
み
な
が
ら
開
始
を

待
つ
多
く
の
姿
が
見
ら
れ
た
。 

  
1

3

時
半
、
髙
木
一
茂
氏
（
紀
都
分
）

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
馬
場
理
支
部
長

と
中
川
真
地
氏
（
本
月
分
）
を
芯
に
会

場
一
体
と
な
っ
て
の
お
つ
と
め
。
そ
の

後
、
壇
上
に
上
が
っ
た
滑
川
善
久
副
支

部
長
と
共
に
声
を
揃
え
て
諭
達
第
四
号

が
拝
読
さ
れ
、
教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視
聴
し
た
。 

 

そ
れ
に
続
く
当
支
部
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
脚
本
家
の
久
松
真
一
氏

（
清
幡
分
教
会
よ
う
ぼ
く
）
が
登
壇
。

久
松
氏
は
天
理
高
校
、
天
理
大
学
を
卒

業
後
、
道
友
社
に
勤
務
。8

7

年
よ
り2

年
間
、
脚
本
家
・
倉
本
聰
氏
が
主
宰
す

る
富
良
野
塾
で
学
び
、91

年
に
デ
ビ
ュ

ー
し
て
以
来
、
数
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
、
映
画
、
舞
台
の
脚
本
を
執
筆
し
て

い
る
。7

5

分
ほ
ど
の
講
演
の
中
で
、
倉

本
聰
氏
の
こ
と
や
保
護
司
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
ド
ラ
マ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま

た
、
コ
ー
ラ
ス
部
時
代
の
友
人
の
お
た

す
け
に
通
う
中
で
自
身
が
た
す
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
、
自
身
の
経
験
を
元

に
真
摯
に
仕
事
と
教
祖
に
心
を
向
け
て

い
る
生
き
方
に
つ
い
て
語
り
、
参
加
者

も
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。 

 

最
後
に
、
髙
橋
和
夫
氏
（
千
山
分
）
の

閉
会
挨
拶
を
も
っ
て1

5

時3
0

分
ご
ろ

に
閉
会
と
な
っ
た
。 

 

参
加
者8

5

名 
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パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
み
な
が
ら
開
始
を

待
つ
多
く
の
姿
が
見
ら
れ
た
。 

 

13

時
半
、
髙
木
一
茂
氏
（
紀
都
分
）

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
馬
場
理
支
部
長

と
中
川
真
地
氏
（
本
月
分
）
を
芯
に
会

場
一
体
と
な
っ
て
の
お
つ
と
め
。
そ
の

後
、
壇
上
に
上
が
っ
た
滑
川
善
久
副
支

部
長
と
共
に
声
を
揃
え
て
諭
達
第
四
号

が
拝
読
さ
れ
、
教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視
聴
し
た
。 

 

 

当
支
部
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
は
、
脚
本
家
の
久
松
真
一
氏
（
清
幡

分
教
会
よ
う
ぼ
く
）
が
登
壇
。
久
松
氏

は
天
理
高
校
、
天
理
大
学
を
卒
業
後
、

道
友
社
に
勤
務
。

87

年
よ
り

2

年

間
、
脚
本
家
・
倉
本
聰
氏
が
主
宰
す
る

富
良
野
塾
で
学
び
、

91

年
に
デ
ビ
ュ

ー
し
て
以
来
、
数
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
、
映
画
、
舞
台
の
脚
本
を
執
筆
し
て

い
る
。 

75

分
ほ
ど
の
講
演
の
中
で
、
倉
本

聰
氏
の
こ
と
や
保
護
司
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
ド
ラ
マ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま

た
、
コ
ー
ラ
ス
部
時
代
の
友
人
の
お
た

す
け
に
通
う
中
で
自
身
が
た
す
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
自
身
の
経
験
を

元
に
真
摯
に
仕
事
と
教
祖
に
向
き
合

う
中
で
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
、
参
加
者

も
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。 

 

最
後
に
、
髙
橋
和
夫
氏
（
千
山
分
）

の
閉
会
挨
拶
を
も
っ
て

15

時

30

分

ご
ろ
に
閉
会
と
な
っ
た
。 

 

参
加
者

85

名 

 

久松真一氏 

【
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ
】 

■
支
部
幹
事
会 

7

月
は
あ
り
ま
せ
ん 

■
教
区
ひ
の
き
し
ん 

 

7

月

19

日
（
土
）
午
前

9

時
半
よ
り 

 

5

組

1

名 

■
婦
人
会
例
会 

7

月

17

日
（
木
）
午
前

10

時
よ
り 

会
場 

東
上
分
教
会
（
船
橋

5-

3-

20

） 

内
容 

お
手
ふ
り
練
習 

※

13

日
ま
で
に
出
欠
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す 

■
羽
根
木
公
園
月
例
ひ
の
き
し
ん 

 

日
時 

5

月
か
ら

11

月
ま
で
の
毎
月

22

日 

午
前

9

時
半
か
ら

11

時
ま
で 

会
場 

羽
根
木
公
園 

※
管
理
事
務
所
付
近
に
ご
集
合
く
だ
さ
い 

作
業 

草
取
り
、
掃
き
掃
除
等
の
軽
作
業 

※
カ
マ
等
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い 

雨
天
中
止
、
小
雨
の
場
合
は
、
南
豊
島
分
教
会 

志
村
ま
で
（
℡0

9
0

-3
0

4
9

-2
7

4
9

） 

 


